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神奈川県
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120-1 難病患者の医療費助成に関する事務

先天性血液凝固因子欠乏症又はヒト免疫不全ウイルス感染症の患者

令和6年7月19日

④番号法第９条第２項に基
づき定める条例の名称及び

①の該当部分

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用範囲及び特定個人情報の提供に関する条例　別表第１の７
の項

先天性血液凝固因子欠乏症又は血液凝固因子製剤に起因するヒト免疫不全ウイ
ルス感染症の患者に対する医療の給付に関する事務であって規則で定めるもの

　

（１）法定事務 （２）独自利用事務

難病の患者に対する医療等に関する法律による特定医療費の支給に関する事
務であって主務省令で定めるもの

先天性血液凝固因子欠乏症又は血液凝固因子製剤に起因するヒト免疫不全ウイルス感染症の患者
に対する医療の給付に関する事務であって規則で定めるもの

難病の患者に対する医療等に関する法律　第１条 神奈川県先天性血液凝固因子障害等医療給付実施要綱　第１

第一条   　この法律は、難病（発病の機構が明らかでなく、かつ、治療方法が確
立していない希少な疾病であって、当該疾病にかかることにより長期にわたり療
養を必要とすることとなるものをいう。以下同じ。）の患者に対する医療その他難
病に関する施策（以下「難病の患者に対する医療等」という。）に関し必要な事項
を定めることにより、【難病の患者】に対する【良質かつ適切な医療の確保及び難
病の患者の療養生活の質の維持向上を図り、もって国民保健の向上を図る】こと

第１　目的   【先天性血液凝固因子障害等患者】のおかれている特別な立場にか
んがみ、その患者の医療保険等の自己負担分を公費負担することにより、【患者
の医療負担の軽減を図り、精神的、身体的不安を解消する】ことを目的とする。

神奈川県先天性血液凝固因子障害等医療給付実施要綱
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知事 市区町村長等


